
 

           新技術調査表（１） 登録番号 0401032 

名  称 ＷＨＪ（ﾀﾞﾌﾞﾙ・ｴｲﾁ・ｼﾞｪｲ）工法 
作成年月日 2004年3月8日 

更新年月日 2020年4月9日 

 副  題 超高圧噴射深層混合処理工法  開発年月日 2000年 

 
 
 分  野 

① 共 通 ２道 路 
３公 園 ④河 川 
⑤海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

１材 料 
②工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

地盤改良工 

 

 

土質条件：粘性土、砂質土 

改良径：1.4～2.0ｍ×２軸 

開 
発 
者 
等 

開
発
会
社 

会社等名 小野田ケミコ株式会社 担当部署 東京支店 営業部 

担当者名 大村 公一 ＴＥＬ 03-6386-7030 

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ
先 

会社等名 小野田ケミコ株式会社東京支店 担当部署 東京支店 営業部 

担当者名 大村公一 〒 

 

136-0071 ＴＥＬ 03-6386-7030 

住  所 

 

東京都江東区亀戸2丁目18番10号 ＦＡＸ 03-6386-7024 
 

 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://.wwwchemico.co.jp 

.chemico.co.jp 

e-maile  tokyo@chemico.co.jp 

 
 【概 要】 

ＷＨＪ（Waterfront Hybrid Jet）工法は、河川域あるいは河口に面した海域において、護岸の耐

震補強等を目的として、機械撹拌工法と超高圧噴射撹拌工法の複合技術を応用し開発された大口径深

層混合処理工法です。 

   改良による基本原理は、改良体の外周部は超高圧ジェット噴流による混合撹拌であるため、既設護

岸との密着施工、改良体相互のラップ施工等が容易に可能です。 
  ＷＨＪ工法では、施工時の既設護岸等の近接施工において、固化材混入スラリー量に見合う量の原土を管
理しながら排出することで、変位を抑制させる機能も付加されています。 

 【特 徴】 
１．水中施工が可能であり、1 本当たりの改良面積 3.5～6.0ｍ2の大断面改良が可能。 

２．大断面改良体が得られるとともに、外周部が超高圧噴射攪拌であるため、既設構造との密着施工が

単一工法で可能なため、工期の大幅短縮が可能。 

３．改良体造成時の攪拌軸の回転方向により、施工能率を抑制することなく、排土量の調整が可能。 
４．改良断面積に比べ、攪拌翼の軌跡面積が25～50%と小さいため、空打ち部分の乱れが少ない。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
        

様式－３ 



新技術調査表（２） 
 

 
 
 実績件数 

  東 京 都：   ２件 
  国 土 交 通 省：  １３件 
  その他公共機関：   ５件 
  民 間：   １件 

東
京
都 

（
内
訳
） 

 建 設 局：    件 

 都市整備局：    件 

 港 湾 局：   ２件 
  

水 道 局：    件 

  下 水 道 局：     件 

  交 通 局：     件 

  そ の 他：    件 

 特  許    ①有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号： 3125244 3405656       ） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：                        ） 

  

評
価
・
証
明 

 １技術審査（番号：         ） ２民間開発建設技術（番号：       ） 
   ・証明年月日（          ）  ・証明年月日  （          ） 
                      ・証明機関   （          ） 
 ３新技術情報提供システム[NETIS]        ４その他（               ） 
 （番号：        登録年月日：             ） 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

 １安全・安心  ②環 境 ３ゆとりと福祉  ④コスト縮減・生産性の向上 
 ⑤公共工事の品質確保・向上 ６リサイクル ７景 観 

 自由記入 密着施工 低変位施工 水中施工 

開発目標 
（選 択） 

 １省人化 ２省力化 ③作業効率向上 ４施工精度向上 ５耐久性向上 ６安全性向上 
 ７作業環境の向上 ⑧周辺環境への影響抑制 ⑨地球環境への影響抑制 
 10. 省資源・省エネルギー 11. 出来ばえの向上 12. リサイクル性向上 13. その他 

従 

来 

と 

の 

比 

較 

 従来の材料名・工法名： 
 １ 工 程【①短縮（ 54％）２同程度 ３増加（  ％）】（１工種による工期短縮 ） 
 ２ 省 人 化【１向上（  ％）②同程度 ３低下（  ％）】（           ） 
 ３ 経 済 性【①向上（ 10％）２同程度 ３低下（  ％）】（大口径化による改良土量の増加） 
 ４ 施工管理【１向 上    ②同程度 ３低下          】（           ） 
 ５ 安 全 性【１向 上    ②同程度 ３低下          】（           ） 
 ６ 施 工 性【①向 上    ２同程度 ３低下          】（１工種による仮設工の縮減 ） 
 ７ 環 境【１向 上    ②同程度 ３低下          】（           ） 
 ８ 汎 用 性【１向 上    ②同程度 ３低下          】（           ） 
 ９ 品 質【１向 上    ２同程度 ３低下          】（           ） 
 10  そ の 他（                                  ） 

 【歩掛り表】  ○標準 ・ 暫定 ＷＨＪ工法 技術・標準積算資料 第３版 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 【施工単価等】 材工共：   8,800円／m3 
        条 件：粘性土地盤 Cu＝30～40kN/m2 改良径＝1.8m 削孔長=15m 改良長=10m 
         〔内訳〕材料費：    2,100円／m3 
             工事費：    6,700円／m3 
                   その他：          円／  （       費） 
 【施工上・使用上の留意点】 

・ 砂質土 N＞20 粘性土 Cu>70kN/m2、砂礫の地盤では試験施工等による確認が必要 
・ 大型廃棄物、ｺﾝｸﾘｰﾄ等のガラ、流木、砕石、玉石等の障害物の除去 
・ 中間層の硬質層が介在する場合の適用性確認 

 【参考文献】 

 



新技術調査表（３） 
 

検 査
 ・ 試 験
 デ ー タ
 等 

１） ＷＨＪ工法試験データ表 

 

 

 

 

 

 

 

２）経済性の「向上」の理由 

工事条件：粘性土地盤 Cu＝30～40kN/m2 改良径＝1.8m×2軸，軸間1.4m（A＝4.78m2） 

 削孔長=15m(水深=4m) 改良長=10m １ﾜｯﾁ(8/10) 

改良範囲 9.0m×100m（改良率89%） 

 工事目的：既設護岸の耐震補強 

 上記工事条件で、ＷＨＪ工法と従来工法（スラリー攪拌工（台船）＋単管工法（高圧噴射工
法））の直接工事費の比較は以下のとおりとなる。 

ＷＨＪ工法 80,766千円  ＷＨＪ工：ΣV=9,178 m3  8,800円/ m3  ・・・① 

施工日＝36日 

 

  従来工法  89,486千円  ｽﾗﾘｰ攪拌工：ΣV=7,695m3  8,800円/ m3   ・・・② 

        施工日＝51日 

単管工法：ΣV=1,128 m3 19,300円/ m3       

              (高圧噴射：間詰め) 施工日＝27日 

  

よって、従来工法との比較において以下のとおりの向上となる。 

・ 工 程 （②－①）÷②×100％＝(78日-36日)÷78日×100%＝54% 

・ 経済性 （②－①）÷②×100％＝(89,486千円-80,766千円)÷89,486千円×100%＝1
0% 

（上記は、直接工事費のみの比較で、仮設費等は含まれない） 

建 設 局 
事業への 
適 用 性 

 
適用性は以下のとおり。 
・ 護岸の受働土圧の増加 
・ 構造物の支持力強化および沈下防止 
・ 基礎杭、自立式護岸等の横方向地盤反力の増加 
・ 液状化防止 
・ すべり防止 
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表－ＷＨＪ工法の対象土質と改良径・改良面積 

※1)攪拌翼径＝1.0m、軸間長1.4m～2.0mまで設定出来ます。 
※2)本表は、軸間長1.4mとした場合です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＷＨＪ改良体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＷＨＪ施工機全景     
               
 

 
 
 
 

対象土 土質基本性状
１軸当たり改良径

（ｍ）

1ｾｯﾄ当たり
改良面積

(m
2
)

改良時間
（分/m)

Ｎ≦10 1.8 4.78
10＜Ｎ≦20 1.6 3.92

Cu≦30kN/m
2 2.0 5.69

30＜Cu≦40kN/m2 1.8 4.78

40＜Cu≦50kN/m2 1.6 3.92

50＜Cu≦70kN/m2 1.4 3.08
改良面積は攪拌翼径=1.0ｍ，軸間長=1.4mとした場合

砂質土
細粒分40%以下

4.0以上粘性土

w=60～120%



新技術調査表（５）《実績表》 
 

 局 名 事 務 所 名 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS登録 № 

東 

京 

都 

の 

施

 

工 

実 

績 

港湾局 

 

港湾局 

 

東京港建設事務所 

 

東京港建設事務所 

豊洲二丁目護岸建設工事（その１） 

平成21年度有明北地区防潮護岸建設
工事（その２） 

平成１６年７月 

 

平成２２年８月 

 

 【評価等がある場合、その内容】 

東
京
都
以
外
の
施
工
実
績
（
国
土
交
通
省
・
地
方
自
治
体
・
民
間
等
） 

発    注  者 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS登録 № 

島根県海土市 
 

島根県海土市 
 

島根県海土市 

国交省荒川下流河川事務所 
 

国交省荒川下流河川事務所 
 

国交省荒川下流河川事務所 

国交省荒川下流河川事務所 
 

国交省荒川下流河川事務所 
 

国交省荒川下流河川事務所 
 

千葉県葛南土木事務所 
 

国交省荒川下流河川事務所 
 

国交省荒川下流河川事務所 

 

国交省荒川下流河川事務所 

 

国交省荒川下流河川事務所 

 

国交省荒川下流河川事務所 

 

国交省荒川下流河川事務所 

 

国交省荒川下流河川事務所 

 

民間 

大阪府西大阪治水事務所 

諏訪港（今浦地区）改修工事 

諏訪港（今浦地区）改修工事その２ 

諏訪港改修工事 

東小松川三丁目中堤防改築（Ｈ１９）
工事 

東小松川四丁目中堤防改築（Ｈ１９）
工事 

中堤改築（Ｈ１９）工事 

船堀橋上流中堤改築（Ｈ１９）工事 

西小松川中堤改築（Ｈ２０）工事 

船堀二丁目中提（Ｈ２０）工事 

低地対策河川（都市総）工事（護岸工
その２ 

新砂船着場地盤改良（Ｈ２４）工事 

中堤築堤（Ｈ２６）工事 

 

Ｈ２７西葛西二丁目中堤 

護岸改築工事 

Ｈ２７清新町中堤護岸改 

築工事 

Ｈ２８墨田船着場整備工 

事 

Ｈ２８北葛西二丁目中堤 

護岸改築工事 

Ｈ２８西葛西一丁目中堤 

護岸改築工事 

ＳＧ新砂南護岸改修工事 

一級河川木津川防潮堤補 

強工事（旧津守水門前） 

平成９年１１月 
 

平成１１年４月 
 

平成１２年２月 

平成２０年６月 
 

平成２０年８月 
 

平成２０年９月 

平成２０年１１月 
 

平成２０年１２月 
 

平成２１年２月 
 

平成２５年４月 
 

平成２６年３月 
 

平成２７年７月 

 

平成２７年９月 

 

平成２７年１１月 

 

平成２９年２月 

 

平成２９年３月 

 

平成２９年５月 

 

平成２９年８月 

平成３０年３月 

 

 【評価等がある場合、その内容】 

 


